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今回のご提案の範囲

ご提案あり

ご提案あり

ご提案あり
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論点（１）①ベストエフォートサービスの「品質の低下」に関する基本的考え方

作業班の議論においても、利用者の利益を損ねる事態が生じた場合は、ベストエフォートサービスであっても
品質の低下（＝事故）とするのが適当であるとの意見を踏まえ、判断基準についてガイドラインに明示する
必要があるのではないか。また、ギャランティーサービスの記載は削除とすべきではないか。
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青破線枠 部分について、下線部の追加を提案

～適当ではないが、利用者の利益を損ねるような
事態となった場合に備えるとともに、事業者間で差
異が出ることを避けるため、事故報告制度上の「品
質の低下」についての判断基準について、電気通
信事故ガイドライン等に明示する必要があるのでは
ないか。

オレンジ破線枠 部分について、削除を提案

保証型（ギャランティードサービス）について作業
班で全く議論がなされていない。
SLAは事業者が民民で締結する契約事項のため、
営業上の秘密となる場合がある。個人向けよりも
法人向けの利用が多く、今の事故報告制度は公
表を前提とされており、課題について議論すべきで
はないか。
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論点（１）② 「品質の低下」の該当要件

電気通信役務 「品質の低下」の該当要件（案）

音声伝送役務
通常受忍すべきと考えられる品質のレベルを下回っている状態（呼損率が、大規模災害時等における最大通信規制値と同等レベル以
上であり、概ね80%を超える状態）（変更無し）

データ伝送役務
(ベストエフォートサービス）

通常受忍すべきと考えられる品質のレベルを下回っている状態（トラヒックの減少が、概ね一定の比率（80%、50%など）を超える状
態）（追加）
※「利用者にとって電気通信役務が利用できないことと同等の事態」は80%程度と想定するが、丁寧に議論し基準を検討いただきたい。
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下表のとおり基準案を明示

・ 利用者の利益を損ねる事態が生じた場合、ベストエフォートであっても事故とするのが適当との意見を踏まえ、ガイドラインにおける判断基準案について検討

・ 基準としては、定義が「利用者にとって電気通信役務が利用できないことと同等の事態」であることを踏まえ、「トラフィックの減少が、概ね一定の比率（80%、
50%、30%など）を超える状態」といった基準を、今後検討が必要ではないか
・ それ以外の事故事案（一定の比率に満たない)についても、新たに制度化される「重大な事故が生ずるおそれ」報告により、重要な事案が広く抽出される事から、
業界としての再発防止の取り組みは図られ、消費者利益にも十分寄与できる制度体系になると考えられる。

青破線枠 部分について下線部の修正を提案
～されているが、ベストエフォートサービス型のデータ伝送
サービスについても、利用者の利益を損ねるような事態
となった場合に備え、「品質の低下」の該当要件を定量
的な基準で定めることが必要。

青破線枠 部分について、下表の基準を提案
報告する事業者によって判断に差異が出ない運用とす
る為、該当要件について明示

オレンジ破線枠 部分について、削除を提案
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論点（１）② 「品質の低下」の該当要件
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・利用者の利益を損ねる事態として、軽度の品質低下(接続品質)として一定程度の利用者に影響を及ぼした事象についても提案します。
・本事案は、軽度の品質低下（再接続でかなりの確率で接続できる）である為に、お客様からの申告も少なく、数時間で事象が解消される場合は、
「重大な事故」とする事は適切では無いと考えます。
・本事案は、軽度の品質低下といえども極めて長期間(数日以上)事象が改善されなかった事案であることを重く受け止め、以下の案を提案いたします。

（接続品質）
第三十五条 事業用電気通信設備の接続品質は、基礎トラヒック（一日のうち、
一年間を平均して呼量（一時間に発生した呼の保留時間の総和を一時間で除し
たものをいう。以下同じ。）が最大となる連続した一時間について一年間の呼量及
び呼数の最大のものから順に三〇日分の呼量及び呼数を抜き取つてそれぞれ平均
した呼量及び呼数又はその予測呼量及び予測呼数をいう。以下同じ。）について、
次の各号のいずれにも適合しなければならない。一 事業用電気通信設備が発呼
信号を受信した後、選択信号を受信可能となるまでの時間が三秒以上となる確率
が〇・〇一以下であること。
二 事業用電気通信設備が選択信号を受信した後、着信側の端末設備等に着
信するまでの間に一の電気通信事業者の設置する事業用電気通信設備により呼
が損失となる確率が〇・一五以下であること。

一定程度の利用者に長期間影響を及ぼした事象について、一定の
ユーザー申告がある状況（利用者の利益を損ねる事態）のうち、呼損
率またはトラヒック減少が15%を超える状態が継続的に１日を超えるよ
うな事態となった場合に対象とし、影響ユーザー数を調査した結果、
ある一定の利用者（役務ごとの現行の事故基準に基づく）を超過して
いた場合、「重大な事故」として報告することを提案

15%の論拠：
技術基準（設備規則）の接続品質にある、呼が損失となる確率

※あらゆる品質低下事案について､影響ユーザー数を調査する運用は現実的に困難
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論点（１） ② 「重大な事故」の定義の見直し

現行の規定においても「品質の低下」も含めて影響時間・影響利用者数としてカウントされているため、利用者の
利益を損ねるような事態は発生していない。
基準が複雑化することも踏まえ、該当要件を分けて規定するのは好ましくないと考える
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論点（１）③ ベストエフォートサービスに対する影響利用者の算出方法

より正確な影響利用者数とするため、実際の利用者数が算出できる場合はその数を用いることが適当ではないか
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以下算出式と合わせ 青破線枠 部分の修正、算出式を提案

●【上記によることが困難な場合】事故発生時と条件が近い日時に
おけるトラヒック処理量を比較し、その差を一利用者・一時間当たり
の平均トラヒック利用量に事故の継続時間を乗じた数で割り戻した数
を影響利用者数とする。
なお、一利用者・一時間当たりの平均トラヒック利用量については、
事業者が把握している利用量を用いることとし、その時間のトラヒックの
元となる利用者がサービスを利用していたと仮定して算出することとする。
事業者が把握していない場合は、故障した設備の配下にある全利用
者がサービスを利用していたと仮定して算出することとする。
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論点（４）①緊急通報を含む音声伝送サービスに対する基本的な考え方

青破線枠 部分の再度の掲載を提案
作業班で議論した内容は記載いただき、「呼損率８
０％以上」に対して、緊急通報については重要性を鑑
み、より厳しい基準で運用

黒線部の削除・修正を提案
緊急通報については、品質の低下の基準によらず、重大
な事故の基準を超えたものについては、該当するものと
取り扱うべきと考えられるため
（「緊急通報に影響を与えた場合」に修正）

黒線部の削除を提案
ルーティングや優先接続など、影響を受けずに緊急通報
の疎通がなされていることが分かるような記載に変更

に影響を与えた場合
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論点（２）①事故の継続時間に関する基本的な考え方 8

時間

品質低下

通常運用

設備故障発生

規定品質

復旧措置完了

事故の継続時間（品質の低下）

事故の継続時間の考え方（案）

オレンジ破線枠部分の削除を提案

【理由】
ベストエフォートサービスにおいてはSLA等
を定めている場合が無く、
またSLAがあった場合においても事業者
が民民で締結する契約事項のため、
営業上の秘密となることがある。
今の事故報告制度は公表を前提とされて
おり、制度面としても課題が大きいため。

今回、上述と併せて事故の継続時間の
考え方について、利用者視点で見直した
ものを右図のようにご提案します。
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【意見】
・設備の基盤故障等を完全に排除する事は困難であるが、故障した場合についても役務停止相当の品質低下とならないような冗長構成を取るなど、ベスト
エフォートサービスとしての「最大限の努力」は行っている。
・設備の基盤故障等により、一定の品質低下が発生したケースについて、全ての事象を「最大限の努力」が行われていような表現で、コンセンサスが図られると、
制度検討にも誤解が生じ、通信事業者は３重・４重の設備を準備する必要が出てしまうのではないか
・軽度の事態は、事故報告の「重大な事故」として扱わず、事業者個々の「最大限の努力」の再発防止に委ねるという視点も踏まえ、ご理解頂き議論をお願いしたい
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【ご参考】割安で通信をご提供できる例

設備品質の担保には、人件費や設備費といったコストが必要となり、利用者の皆さまにご負担いただいている。
ビジネス等の業務に影響がある方は、品質保証型サービスを選択、ある程度割り切って低価格のベストエフォートサービ
スをご選択する等、ご利用の用途を踏まえてサービスを選択いただける環境を阻害しないようにすべき。

サービスA（品質保証型）

専用の設備、24時間専用窓口

一定リソースを占有利用

サービスB（ベストエフォート）

共有の設備、日勤帯の窓口

一定リソースを共同利用
利用者
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サービスC（ベストエフォート）

共有の設備、日勤帯の窓口
（メール・Webのみ）

超 低価格低価格高価格

利用者利用者

一定リソースを共同利用
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